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【言葉のデザイン 2010】 オンスクリーン・タイポグラフィを考える

❷～❹辞書ゆえに和文、英文、数字、漢文、数式などさまざまなな要素が混在する。iPhoneアプリ「大辞林」で
は独自のレイアウトエンジンにより縦中横や縦組み中の欧文処理、ルビ処理など、複雑な組版を実現している。

❺『大辞林』（三省堂刊）の文字組み。ベタ組
みで丸数字の前にアキがある程度の文字組み。
およそ3,000ページで重さは3Kgほどとのこと。

山辺真幸 YAMABE Masaki

1977年生まれ。株式会社永原康史事務
所を経て、2006年に合同会社アライア
ンス・ポートを設立。継続して公共性の
高い数々のサイトのウェブディレクショ
ン、コンサルテーション、CMS構築を手
がけている。アルゴリズミックデザイン
をテーマに、プログラミングや電子デバ
イスを使った表現活動も行っている。

小川裕子 OGAWA Hiroko

九州芸術工科大学（現九州大学）、岐阜
県立情報科学芸術大学院大学（IAMAS）
を経て、2003年から株式会社GKグラ
フィックスで、デザイナーとして勤務。主
に、サインデザイン、地域や企業のヴィ
ジュアルデザインの仕事に携わる。2007
年月よりデザイン担当業務執行社員と
してアライアンス・ポートに参加。

廣瀬則仁 
HIROSE Norihito

1972年生まれ。株式会社エルゴソフトで
「egword」「egbr idge」の開発を担当。
2008年に物書堂を設立。「大辞林」「プチ・
ロワイヤル」「模範六法」「類語新辞典」「漢
検プチドリル5000」等のiPhoneアプリ
を手がけるほか、Macの日本語入力プロ
グラム「かわせみ」の開発も行っている。

❶タイポグラフィック・グリッ
ドとウェブデザインの親和性を
実証する「ウェブタイポグラフィ
ツール」。アライアンス・ポート
のウェブサイト内で利用可能
（http://lab.all ianceport.jp/
web-typography-app/）

❷グリットのユニットサイズ、ユニット間などをpx単位で検証しながら
レイアウトできるツールも作成。

5
月
28
日（
金
）、
社
団
法
人
日
本
グ
ラ
フ
ィ
ッ

ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
協
会（
J
A
G
D
A
）が
主
催
す
る

「
言
葉
の
デ
ザ
イ
ン
2
0
1
0
―
オ
ン
ス
ク
リ
ー

ン
・
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
を
考
え
る
」
第
1
回
の

研
究
会
が
開
催
さ
れ
た
。
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
は
原

研
哉
と
永
原
康
史
。
原
は
開
催
の
き
っ
か
け
を

こ
う
語
っ
た
。

「
ウ
ェ
ブ
上
の
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
は
ま
だ
ま
だ

未
成
熟
で
は
な
い
か
。
と
り
わ
け
日
本
語
環
境

の
表
現
に
お
い
て
は
そ
ん
な
ふ
う
に
考
え
て
い

ま
し
た
が
、
永
原
さ
ん
か
ら
、
そ
れ
は
原
さ
ん

の
認
識
不
足
で
は
な
い
か
と
い
う
指
摘
を
受
け

ま
し
た
。
こ
う
し
た
問
題
意
識
を
、
多
く
の
グ

ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
と
も
に
一
度
き
ち

ん
と
知
識
を
共
有
し
て
お
き
た
い
と
い
う
こ
と

か
ら
、
研
究
会
を
立
ち
上
げ
る
運
び
と
な
り
ま

し
た
」（
原
）

永
原
は
、
ペ
ー
パ
ー
メ
デ
ィ
ア
と
、現
在
、急

速
に
普
及
し
つ
つ
あ
る
オ
ン
ス
ク
リ
ー
ン
・
メ

デ
ィ
ア
を
、
同
じ
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
ア
ウ
ト

プ
ッ
ト
と
し
た
上
で
、
比
較
対
照
し
た
。

「
い
ま
、
i
P
h
o
n
e
や
i
P
a
d
、
あ
る
い

はK
ind

le

の
よ
う
な
か
た
ち
で
、
ア
ウ
ト
プ
ッ

ト
が
多
様
化
し
て
き
ま
し
た
。
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク

デ
ザ
イ
ナ
ー
は
、
紙
の
特
性
を
見
極
め
な
が
ら
、

デ
ザ
イ
ン
を
考
え
て
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
と
同

じ
よ
う
に
、オ
ン
ス
ク
リ
ー
ン
・
メ
デ
ィ
ア
の
性

質
を
考
慮
し
、
新
た
な
デ
ザ
イ
ン
を
模
索
す
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」（
永
原
）

こ
う
し
た
問
題
設
定
を
受
け
、
ア
ラ
イ
ア
ン

ス
・
ポ
ー
ト
と
物
書
堂
が
、
そ
れ
ぞ
れ
事
例
報

告
を
行
っ
た
。

ウ
ェ
ブ
環
境
に
お
け
る

タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
の
可
能
性
を
提
示

最
初
の
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
は
、
ア
ラ
イ
ア

ン
ス
・
ポ
ー
ト
の
山
辺
真
幸
と
小
川
裕
子
。
彼

ら
の
業
務
は
、
ブ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
か
ら
ウ
ェ
ブ

デ
ザ
イ
ン
、
映
像
・
音
響
制
作
か
ら
情
報
シ
ス

テ
ム
構
築
ま
で
、
多
岐
に
わ
た
る
が
、
今
回
は
、

ウ
ェ
ブ
環
境
の
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
に
焦
点
を
合

わ
せ
、
複
数
の
具
体
例
を
提
示
し
た
。

小
川
が
開
発
し
た
「
ウ
ェ
ブ
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ

ツ
ー
ル
」
は
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
に
お

け
る
グ
リ
ッ
ド
・
シ
ス
テ
ム
の
考
え
方
を
、
ウ
ェ

ブ
デ
ザ
イ
ン
に
も
応
用
し
よ
う
と
い
う
試
み
だ
。

現
在
、
ベ
ー
タ
版
が
、
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
・
ポ
ー

ト
の
サ
イ
ト
で
公
開
さ
れ
て
い
る
。

「
ウ
ェ
ブ
デ
ザ
イ
ン
の
場
合
、
印
刷
物
の
よ
う

に
、
最
終
的
な
出
力
形
態
が
ひ
と
つ
に
固
定
さ

れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
O
S
や
ブ
ラ

ウ
ザ
な
ど
、
ユ
ー
ザ
ー
の
ネ
ッ
ト
環
境
に
よ
っ

て
、
見
え
方
が
変
わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の

ツ
ー
ル
は
、
そ
う
し
た
状
況
を
改
善
し
よ
う
と
、

原研哉、永原康史両氏が毎回、さまざまな分野の専門家を招き、
オンスクリーンでのタイポグラフィを考える会「言葉のデザイン2010」。
東京ミッドタウン内のインターナショナル・デザイン・リエゾンセンターで

行われた第一回は、Web環境、iPhoneアプリ環境での
文字表現について学ぶ会となった。

文•大城譲司　写真•弘田充

Web環境のタイポグラフィ

パブリッシング プロジェクト❶

Guest 02 物書堂
2006年、代表社員として大和比呂志氏、技術業務担当執行役員に山辺真幸氏が
就任し創業。テクノロジーとデザインを結んだ新しいタイプのデザインカンパニー
として、数 の々ウェブサイトをはじめブランディングツール、情報システムの構築や
書籍のエディトリアルなどを行う。また、デザインとエンジニアリングの周辺領域を
テーマとした交流会「Salon de AP」を定期的に開催。
http://www.allianceport.jp/

2008年、代表取締役の廣瀬則仁氏、取締役の荒野健太氏によって設立。
Macintoshで文章を書く人 に々対して、創造力を最大限に発揮できる道具
を提供することを目的に、Mac OS X/ iPhone OS用のソフトウェア企画・開
発、および販売を行う。大ヒットとなったiPhoneアプリ「大辞林」のほか、Mac 
OS X用日本語入力プログラム「かわせみ」等、数多くのアプリケーションを開発。
http://www.monokakido.jp/

❻電子辞書による「大辞林」は、ビットマップ
フォントを使用しているためトメやハネがわか
りづらい。こちらは横組み。

❹文字組みにおける全体と部分の類
似性を、フラクタル幾何学の考え方を
もとにして組版を構成する「フラクタ
ルタイポグラフィ」。スクリーンメディ
ア特有の文字による表情が生まれる。

❸原文をJ a v a S c r i p tで読み
込み、書体やサイズ、字間や行
間、禁則等を無作為に抽出する
「ランダムタイポグラフィ」。リ
ロードのたびに違う組み方がな
される。

❺シックス・アパートと共同開
発した「新聞ブログ」。ユーザー
はほとんどプログラムをコント
ロールすることなく、自動で組
版がなされるMovable Type
のプラグイン。

❽見出しの書体には明朝オールドを使用。本文
と使い分けることでクールな印象と可読性を両
立させている。

❼iPhoneアプリ「角川類語新辞典」。小さなサ
イズでも可読性を確保し、思考を妨げないという
目的でUD書体を使用。

❶iPhoneアプリ「大辞林」。使用書体はヒラギノ明朝 ProN W3で
縦組み。

Guest 01 アライアンス・ポート

2010.5.28
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各
環
境
に
お
け
る
文
字
組
を
グ
リ
ッ
ト
を
ベ
ー

ス
と
し
て
手
軽
に
検
証
で
き
る
も
の
と
し
て
開

発
し
ま
し
た
」（
小
川
）

山
辺
は
、
研
究
開
発
の
一
環
と
し
て
、
試
験

的
に
運
用
し
て
い
る
「
ラ
ン
ダ
ム
タ
イ
ポ
グ
ラ

フ
ィ
」
や
「
フ
ラ
ク
タ
ル
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
」
を

紹
介
。
前
者
は
、
書
体
や
サ
イ
ズ
、
字
間
や
行

間
を
、
無
作
為
に
抽
出
・
指
定
す
る
も
の
で
あ

り
、
後
者
は
、
フ
ラ
ク
タ
ル
幾
何
学
の
考
え
方

を
導
入
し
、
全
体
と
細
部
が
自
己
相
似
形
を
な

す
組
版
を
実
践
す
る
と
い
う
刺
激
的
な
も
の
だ
。

こ
こ
で
は
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
起
源
の

グ
リ
ッ
ド
・
シ
ス
テ
ム
か
ら
、
一
歩
先
に
進
み
、

ウ
ェ
ブ
デ
ザ
イ
ン
な
ら
で
は
の
ア
プ
ロ
ー
チ
、

つ
ま
り
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
む
こ
と
で
、
テ
キ

ス
ト
の
見
せ
方
を
制
御
し
よ
う
と
い
う
意
志
が

働
い
て
い
る
。

「
紙
の
よ
う
な
固
定
的
な
資
材
で
は
な
く
、
オ

ン
ス
ク
リ
ー
ン
・
メ
デ
ィ
ア
の
よ
う
な
流
動
性

の
高
い
媒
体
に
文
字
を
並
べ
る
こ
と
が
、
こ
の

先
、
常
態
化
し
て
い
く
と
思
い
ま
す
。
そ
の
と

き
、
ど
う
い
う
こ
と
が
可
能
に
な
る
の
か
。
ラ

ン
ダ
ム
タ
イ
ポ
グ
ラ
フ
ィ
や
フ
ラ
ク
タ
ル
タ
イ

ポ
グ
ラ
フ
ィ
は
、
我
々
を
取
り
巻
く
環
境
の
変

化
か
ら
発
想
し
た
も
の
で
す
」（
山
辺
）

ア
ラ
イ
ア
ン
ス
・
ポ
ー
ト
は
「
漢
字
仮
名
交

じ
り
文
を
縦
書
き
す
る
」
と
い
う
日
本
語
な
ら

で
は
の
表
記
法
を
、
ウ
ェ
ブ
で
も
再
現
し
よ
う

と
、
試
行
錯
誤
を
重
ね
て
い
る
。

ま
た
、M

o
vab

le T
yp

e

を
使
い
、
新
聞
の

よ
う
に
表
示
で
き
る
ブ
ロ
グ
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア「
新

聞
ブ
ロ
グ
」
の
開
発
も
行
っ
て
い
る
。

「
ウ
ェ
ブ
は
ま
だ
発
展
途
上
。
技
術
的
な
制
約

を
受
け
る
こ
と
も
多
々
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

ゆ
き
と
ど
か
な
い
部
分
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組

ん
で
、
解
消
す
れ
ば
い
い
。
そ
の
点
、
紙
メ
デ
ィ

ア
と
は
異
な
る
自
由
さ
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
ま
す
」（
山
辺
）

i
P
h
o
n
e
辞
書
ア
プ
リ
で

紙
以
上
に
読
み
や
す
い
組
版
を
実
現

続
く
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
は
、
物
書
堂
の
廣

瀬
則
仁
。
物
書
堂
は
、M

ac O
S

 X
/iP

h
o

n
e 

O
S

用
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
企
画
・
開
発
お
よ
び

販
売
を
行
っ
て
い
る
。
外
国
語
や
国
語
辞
書
、

六
法
全
書
な
ど
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
類
中
心
に
開

発
を
行
っ
て
い
る
が
、
2
0
0
8
年
に
リ
リ
ー

ス
さ
れ
た
i
P
h
o
n
e
用
ア
プ
リ
「
大
辞
林
」

は
、
累
計
10
万
本
を
超
え
る
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と

な
り
、
大
き
な
注
目
を
集
め
た
。

大
辞
林
に
は
、
ヒ
ラ
ギ
ノ
明
朝
が
バ
ン
ド
ル

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
辞
書
ら
し
さ
を
表
現
す

る
た
め
に
必
要
な
措
置
だ
っ
た
。

「
i
P
h
o
n
e 

O
S
に
搭
載
さ
れ
て
い
る

フ
ォ
ン
ト
は
ヒ
ラ
ギ
ノ
角
ゴ
シ
ッ
ク
。け
れ
ど
も
、

国
語
辞
書
を
引
く
と
き
に
、
ゴ
シ
ッ
ク
体
だ
と

違
和
感
が
あ
る
。
や
は
り
、
き
ち
ん
と
し
た
明

朝
体
で
読
み
た
い
と
思
っ
た
の
で
す
」（
廣
瀬
）

こ
う
し
た
意
識
は
、
他
の
ア
プ
リ
に
も
反
映

さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
「
角
川
類
語
新
辞
典
」

で
は
イ
ワ
タ
U
D
明
朝
と
明
朝
体
オ
ー
ル
ド
を
、

「
漢
検
プ
チ
ド
リ
ル
5
0
0
0
」
で
は
游
教
科
書

体
を
採
用
し
て
い
る
。
コ
ン
テ
ン
ツ
の
内
容
を

考
慮
し
た
フ
ォ
ン
ト
を
選
択
す
る
こ
と
で
高
品

質
化
を
目
指
し
、
競
合
他
社
と
の
差
別
化
を
図

る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
大
辞
林
で
は
、
縦

書
き
表
記
を
踏
襲
し
つ
つ
、
i
P
h
o
n
e
用

ア
プ
リ
な
ら
で
は
の
イ
ン
タ
フ
ェ
イ
ス
も
開
発

し
た
。

「
和
文
と
欧
文
の
混
在
、
縦
中
横
、
漢
文
、
数

式
な
ど
を
、
き
ち
ん
と
表
示
す
る
た
め
に
、
独

自
の
レ
イ
ア
ウ
ト
エ
ン
ジ
ン
を
搭
載
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
ヒ
ラ
ギ
ノ
明
朝
の
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
を
、
最
大
限
、
引
き
出
す
こ
と
が
で

き
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
自
負
し
て
い
ま

す
」（
廣
瀬
）

可
読
性
の
高
さ
も
重
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
が
、
同
時
に
、
操
作
性
の
高
さ
も
実
現
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
い
や
、
ア
プ
リ
の
開
発
に

お
い
て
は
、
な
に
よ
り
操
作
性
が
優
先
さ
れ
る
。

「
i
P
h
o
n
e
の
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
は
指
で
操
作

し
ま
す
。
し
か
し
、
指
は
マ
ウ
ス
ポ
イ
ン
タ
で

は
な
い
。
で
す
か
ら
、
タ
ッ
チ
し
や
す
い
文
字

サ
イ
ズ
と
い
う
も
の
を
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
」（
廣
瀬
）

ち
な
み
に
、
商
用
フ
ォ
ン
ト
を
バ
ン
ド
ル
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
当
然
、
フ
ォ
ン
ト
ベ

ン
ダ
ー
に
も
利
益
を
配
分
す
る
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
物
書
堂
で
は
レ
ベ
ニ
ュ
ー
シ
ェ
ア
方
式
を

採
っ
て
い
る
。
利
益
配
分
の
内
訳
は
、
ア
ッ
プ

ル
に
30
%
、
コ
ン
テ
ン
ツ
メ
ー
カ
ー
に
30
%
か

ら
50
%
、
フ
ォ
ン
ト
ベ
ン
ダ
ー
に
5
%
か
ら
7
%
、

そ
し
て
物
書
堂
が
20
%
か
ら
35
%
と
い
う
か
た

ち
に
な
っ
て
い
る
。

「
フ
ォ
ン
ト
ベ
ン
ダ
ー
に
そ
ん
な
に
配
分
す
る

の
か
と
驚
か
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
け
れ
ど

も
、
美
し
い
書
体
や
文
字
組
は
、
紙
メ
デ
ィ
ア

や
P
C
環
境
で
は
、
ご
く
あ
た
り
ま
え
の
も
の

と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
て
い
る
。
我
々
は
モ
バ

イ
ル
環
境
で
も
そ
れ
を
普
及
・
発
展
さ
せ
た
い

し
、
こ
う
し
た
試
み
が
、
フ
ォ
ン
ト
ビ
ジ
ネ
ス

の
成
功
や
フ
ォ
ン
ト
文
化
の
育
成
、
さ
ら
に
は
、

日
本
語
の
文
字
文
化
を
次
世
代
に
受
け
渡
す
こ

と
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る

の
で
す
」（
廣
瀬
）

ア
ル
ゴ
リ
ズ
ミ
ッ
ク
な

デ
ザ
イ
ン
と
設
計

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
2
名
、
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー

3
名
に
よ
る
総
括
ト
ー
ク
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

話
題
が
飛
び
交
っ
た
。「
現
時
点
で
気
に
な
る
の

は
、
オ
ン
ス
ク
リ
ー
ン
・
メ
デ
ィ
ア
が
、
秩
序

生
成
へ
と
向
か
う
も
の
と
し
て
発
展
す
る
の
か
、

そ
れ
と
も
混
沌
を
是
と
し
た
ま
ま
、
制
御
不
全

な
状
態
に
陥
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
す
」（
原
）

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ン
に
お
い
て
は
、
紙
面

を
い
か
に
制
御
す
る
か
が
課
題
だ
っ
た
。
永
原

に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
紙
メ
デ
ィ
ア
に
お
け
る
文

字
設
計
や
組
版
の
歴
史
が
、
自
動
化
を
目
指
す

動
き
だ
っ
た
こ
と
と
並
行
し
て
い
る
。
そ
の
意

味
で
、
オ
ン
ス
ク
リ
ー
ン
・
メ
デ
ィ
ア
に
お
け

る
自
動
化
、つ
ま
り
、各
種
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
導
入

は
、
歴
史
の
必
然
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

「
オ
ン
ス
ク
リ
ー
ン
・
メ
デ
ィ
ア
は
変
化
の
途
上

に
あ
り
ま
す
。
カ
オ
ス
を
生
む
の
も
秩
序
を
つ

く
る
の
も
、
実
は
同
じ
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
だ
っ
た

り
す
る
。一
見
カ
オ
テ
ィ
ッ
ク
に
見
え
る
実
験
も
、

秩
序
化
と
同
じ
方
向
に
進
ん
で
い
る
」（
永
原
）

そ
の
一
例
が
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
・
ポ
ー
ト
や
物

書
堂
の
取
り
組
み
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
彼
ら
の

仕
事
は
、
デ
ザ
イ
ン
的
な
発
想
と
工
学
的
な
思

考
、
そ
の
ふ
た
つ
が
交
差
す
る
と
こ
ろ
か
ら
生

ま
れ
て
い
る
の
だ
。

「言葉のデザイン2010―オンスクリーン・タイポグラ
フィを考える」は、原研哉と永原康史がディレクター
となり、オンスクリーンにおける文字表現を考えるプ
ロジェクト。毎月1回、全7回の開催を予定している。
詳細は公式Webサイトにて。
http://www.kotobanodesign.com/
【次回】
テーマ：オンスクリーン環境におけるタイプフェイス
ゲスト：鳥海修（字游工房）、宮崎光弘（AXIS）
日時：2010年7月2日（金）予定

第1回はオンスクリーン・
メディアでの文字の現状
に焦点を当て、メディア技
術の最前線にありながら、
上質な文字組みを実現し
ているふた組の方に来て
いただいた。ふた組に共通
するインターフェイスとし
ての文字という考え方は
重要であろう。堅実な考察
と真摯な取り組みが実を
結ぶことを再確認した時
間だった。永原康史 原研哉

会と機を同じくして「コ
ミュニケーション環境の
質的向上に寄与する」とい
うJA GD Aヴィジョンが
発表された。デザイナー達
は個の発露より公共のコ
ミュニケーションの質を
重視しはじめる。オンスク
リーン・タイポへの興味は、
公共空間の言葉の質への
興味の高さである。時代の
節目を感じるイベントにな
りそうだ。

◉研究会を終えて


